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報告事項1　令和元年度　事業報告

○令和元年度重点方針５項目の概要

Ⅰ　地域包括ケアにおける看護力の強化と連携
　地域包括ケアを推進する上では、多様な場で働く看護職間の連携が重要となる。平成30年度より開
始した、在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業を3医療圏から6医療圏に拡大し、各医療圏
に設置した在宅療養支援の検討会で、課題抽出を行い課題に対する研修会等を開催した。訪問看護師
の育成については、訪問看護師育成支援事業（県委託）を継続すると共に、経験１年未満の訪問看護
師の離職対策として、新たに「訪問看護新任者研修」を開催した。また、介護施設等で働く看護職及
び介護職等の実践力の向上を目的に、施設への認定看護師の出前講座を新規事業として実施した。

Ⅱ　看護職の就業と定着の促進
　平成5年に山口県ナースセンターの指定を受け、無料職業紹介事業と共に就業と定着の促進のための
事業を実施している。また、少子化の進行を受けて将来に向けた看護職確保を目的に、「プレナース発
掘事業」として、１日ナース体験や看護職による中学校等の学校訪問・講話などにも取り組んでいる。
今年度は、働き方改革関連法が４月以降に適用開始となったことの情報発信を目的に、研修会・交流
会や事例報告会を実施した。また、看護職及び関係団体等に、e- ナースセンターへの登録推進、離職
時の届け出等をはじめとした、ナースセンター事業の周知と活用促進の強化に努めた。

Ⅲ　看護の質の向上とキャリア形成の推進
　教育計画の内容充実を図り、「キャリナース」の周知と登録を推進した。また、日本看護協会が開発
した「看護師のクリニカルラダー（JNA版）」普及・啓発を目的に、県内5施設を対象に導入支援を実
施した。認定看護管理者教育では、本年度は認定看護管理者カリキュラム規程の改正に対応した内容
でファースト、セカンド課程を開講した。准看護師支援では、准看護師のスキルアップと進学支援を
目的とした研修と交流会を継続して実施した。

Ⅳ　組織力の強化
　公益法人に移行後6年が経過し、将来に向けて組織力の強化が重要な課題となっている。地域及び施
設の看護職に対して本協会の事業を発信し伝えると共に、看護職が求める職能団体としての事業が実
施できるよう努めた。また、県協会の経営基盤の安定化のために財務の健全運営の取り組みを推進し
た。日本看護協会の委託事業「看護政策推進のための組織強化事業」を継続。看護管理者の会議を開
催するなど、本協会と看護管理者及び看護管理者間のネットワークづくりを推進した。広報活動の強
化等により会員の増加に向けての取り組みを継続した。

Ⅴ　その他
・�理事会よりの委任を受けて「山口県看護協会訪問看護ステーションの運営に係る将来的な方向性等
について検討」を常務理事会で協議した。

・�新規に、県が平成26年に開設した「山口県がん総合相談窓口」の運営を受託した。
・�本協会は昭和22年に「日本保健婦助産婦看護婦協会山口県支部」として発足し、平成30年度には70
周年を迎えた。記念事業として、創立70周年記念誌「環」の発刊と新館3階大研修室の映像・音響設
備の改修を行った。また、令和元年11月30日には、公益社団法人日本看護協会会長　福井トシ子氏
を迎え、記念講演会を開催した。
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1　看護教育及び学会等学術振興に関する事業
（公益事業）

1）看護教育に関する事項
⑴一般教育研修の実施

⑵認定看護管理者研修の実施

⑶新人看護職員研修事業
　（山口県委託）�

⑷助産実践能力向上事業
　新人助産師研修
　助産師研修
　（山口県委託）

①看護実践能力養成研修会　　41コマ（43.5日）
　一般教育研修の実施
　・教育研修会　39コマ（40日）の教育研修を実施（2コマ中止）
　・受講者数：4,687人／5,320人（受講者／定員数）＝88.1%

①認定看護管理者教育課程ファーストレベル
　R1.9.19～11.22� 6科目　108時間　19日間　修了者：70人
②認定看護管理者教育課程セカンドレベル
　R1.4.26～ R1.9.21� 6科目　180時間　33日間　修了者：37人

①検討会　R1.4.24　出席者：9人　R2.1.22　出席者：9人
②研修責任者研修3日間　17時間　受講者：23人
　R1.11.5、R1.11.11、R1.12.6
③教育担当者研修5日間　28時間　受講者：58人
　R1.11.2、R1.11.5、R1.11.8、R1.11.9、R1.11.22
④実地指導者研修5日間　28時間　受講者：123人
　R1.7.7、R1.7.14、R1.7.26、R1.8.8、R1.9.18

①新人助産師研修　6日間　　新人助産師17人
　R1.7.20� 受講者　　新人助産師17人　　公開講座：31人
　R1.8.10� 受講者　　新人助産師17人　　公開講座：21人�
　R1.10.5� 受講者　　新人助産師17人　　公開講座：�7人
　R1.11.23� 受講者　　新人助産師17人　　公開講座：11人
　R1.12.14� 受講者　　新人助産師17人　　公開講座：20人
　R2.2.22� 受講者　　新人助産師16人
②助産実践能力向上研修　5日間
　R1.7.7� 受講者　　助産師36人
　R1.9.15� 受講者　　助産師31人　　公開講座：5人
　R1.12.7� 受講者　　助産師14人　　公開講座：1人
　R2.1.18� 受講者　　助産師14人　　公開講座：1人
　R2.2.8� 受講者　　助産師20人

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

事業報告は、定款第４条の８つの事業に沿って掲載
１　看護教育及び学会等学術振興に関する事業
２　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
３　看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
４　�地域ケアサービスの実施及び促進並びに公衆衛生の普及指導等による人々の健康及び福祉の増進に
関する事業

５　公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
６　施設の貸与に関する事業
７　会員の福祉及び相互扶助に関する事業
８　その他本会の目標を達成するために必要な事業
※�新型コロナウイルス感染症拡大への対策として、令和2年2月24日から3月31日の期間に計画をしてい
た委員会、研修会等で中止となったものについては、主な事業内容に中止と記載した。
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⑸実習指導強化推進事業
　（山口県委託）�

⑹�看護職員認知症対応能力向上
研修（山口県委託）

⑺インターネット配信研修
　【オンデマンド】
　（日本看護協会委託）

⑻その他研修

⑼委員会

⑽日本看護協会との連携会議
　研修への参加

①検討会
　第1回　R1.4.25　出席者：12人　第2回　R1.12.12　出席者：11人
②実習指導者養成講習会
　R1.8.17～11.15　修了者：30人
③実習指導者と看護教員の相互研修
　研修Ⅰ　R1.9.23、24（2日間）　受講者：49人
　研修Ⅱ　R1.11.14� 受講者：78人
④実習指導アドバイザー派遣　
　申し込み施設　山陽小野田市民病院
　支援施設　山口赤十字病院
　1回目　R1.10.8　2回目　R1.12.3

①検討会・打合せ会　3回開催
　⑴第1回検討会・打合せ会　R1.6.11
　⑵第2回検討会・打合せ会　R1.10.18
　⑶第3回検討会　R2.1.21
②研修の実施
　前期　R1.7.13、23、8.7（3日間）　　 受講者：62人（修了証発行62人）
　後期　R1.11.16、26、12.10（3日間）　受講者：52人（修了証発行50人）

①「認知症高齢者の看護実践必要な知識」（認知症ケア加算2対象研修）　2回開催
　R1.9.11、12（2日間）　受講者：140人（修了証発行136人）、
　研修ファシリテータ（認知症看護認定看護師1人）
　R1.10.8、9（2日間）� 受講者：106人（修了証発行105人）、
　研修ファシリテータ（認知症看護認定看護師1人）
②災害支援ナースの第一歩　～災害看護の基本的知識～
　（災害支援ナース研修基礎編として実施）
　R1.7.30、31（2日間）� 受講者及び修了者：63人

①重症度、医療・看護必要度評価者院内指導者研修��1回
　R1.6.30（1日間）　受講者：195人
②看護補助者の活用推進のための看護管理者研修
　R1.7.10　受講者：118人
③看護師のクリニカルラダー
　・JNA版DVD研修　　R1.9.11　受講者：37人
　・JNA版クリニカルラダー作成のための講習会
　　R1.10.23、R2.2.7（2日間）　参加施設：5施設
④診療報酬改定説明会（中止）

①教育委員会　8回
②認定看護管理者教育運営委員会　4回

①都道府県看護協会教育担当者会議　　R1.7.31　出席者：1人

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容
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2）医療安全推進事業
⑴�医療安全管理者の養成および
実践能力向上のための研修

⑵医療安全推進事業

⑶医療安全管理体制の構築・充実

⑷看護職賠償責任保険の加入促進

⑸委員会

⑹日本看護協会との連携

3）学会等学術集会に関する事業
⑴山口県看護研究学会開催

⑵委員会

①「医療安全管理者養成研修」（7日間45時間の研修）
　R1.8.2～ R1.10.4　　受講者：54人　　修了者：53人
　・医療安全管理者養成研修フォローアップ　　R2.2.7　受講者：36人
②医療安全管理者養成研修の一部の科目を公開講座とした
③医療安全管理者スキルアップ研修　　R2.3.15（中止）

①医療・安全啓発
　・医療安全情報きらめき掲載（Ｖol．144,145,146）
　・医療事故調査制度等、医療・安全に関する情報提供
　・�「看護職あなたのためのリスクマネジメント第5版」の啓発・普及電子版

の活用促進

①�圏域の医療安全にかかわる看護職のネットワークの構築に向けた取り組み
の支援。圏域代表との意見、情報交換。
②医療安全管理者交流会の開催　　R1.12.20　参加者：31人

①看護職賠償責任保険制度のPR
　・入会案内とともに送付
　・講習会・研修会時に周知を図る
　・研修受講者への加入促進
②看護職賠償責任保険制度サービス推進室の紹介

①医療安全推進委員会　5回
　会報「きらめき」での委員会活動紹介

①「医療事故調査に係る看護職専門家」として、GRMを1人推薦

第19回山口県看護研究学会　　R2.3.7（中止）

①学会委員会　4回
　�R2.2.29の委員会は中止したが、第19回山口県看護研究学会中止による対
応について、担当理事、学会委員長、事務局による協議を実施

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容
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4）図書室運営に関する事業
⑴図書の閲覧・貸出

⑵日本看護協会との連携

①蔵書管理
　・書籍購入
　　　定期購読雑誌・学会誌（22タイトル）：218冊
　　　書籍：37冊　冊子：49冊　ビデオDVD：0本
②図書貸出
　書籍・ビデオDVD貸出：507件
③文献検索・複写サービス（最新看護索引Web機関版・医学中央雑誌）
　医学中央雑誌へ文献複写依頼：6件・他機関への文献複写依頼：3件
　山口県看護研究学会論文集・集録集・抄録集の文献複写依頼：4件
④図書室利用者：419人
　岩国：15人� 柳井：20人� 周南：100人
　防府：81人� 山口：86人　　宇部：36人
　小野田：23人　　長門：7人� 萩：6人
　豊浦：2人� 下関：19人� 会員外（非会員・学生）：24人

①譲渡図書の受入
　学会誌：1冊　雑誌：3冊
②最新看護索引Web機関版の利用

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

２　看護職の労働環境等の改善及び就業促進による人々の健康及び福祉の増進に関する事業
（公益事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

ナースセンター運営協議会　　R2.2.4　出席者：16人

①第5次NCCS（ナースセンター・コンピュータ・システム）の運用
　・求人・求職相談件数H31.4～ R2.3

求人 求職者 合計
908 1,440 2,348

　・求人・求職・就職者数　H31.4～ R2.3
求人 求職者 就職者 就職率 求人倍率
4,592 1,354 154 11.4％ 3.39

①再就業支援研修（地域協力施設・訪問看護ステーションにおける研修）
　開催時期　R1.5～ R.2.3　　随時開催
　研修期間　26病院・訪問看護ステーションの協力のもと3～5日間の研修
　受講者：18人のうち就業者14人（就業率　78％）
　・地域別研修受講状況　R1.5～ R2.3
地域 岩国 周南 防府 山口 宇部 萩 下関 合　計
人数 0 2 2 7 2 1 4 18

　・資格別研修受講状況�R1.5～ R2.3�
資格 保健師 助産師 看護師 准看護師 合　計
人数 3 1 12 2 18

1）ナースセンター事業
⑴ナースセンター運営協議会
　（山口県委託）

⑵無料職業紹介
　（山口県委託）

⑶再チャレンジ研修
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

②未就業看護職者対象研修（集合研修）
　1回目R1.6.26　参加者：4人
　2回目R1.10.11　参加者：8人
③調整会議　　R2.1.28
④�チラシを作成し県内病院、ハローワーク、行政機関、図書館、相談者等に
配布

①再就業コーディネーターによるハローワークでの出張相談、就業支援
　・ハローワーク別出張相談状況　R1.5～ R2.3
地域 岩国 徳山 防府 山口 宇部 萩 下関 合　計
回数 10 10 10 10 10 10 10 �70
件数 12 15 18 22 20 3 17 107

　＊R2.3のハローワーク相談は中止。
②再チャレンジ研修の調整、受講者の就業相談支援
③臨床心理士による専門相談　第4火曜日に実施

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 合計
件数 2 2 2 2 0 0 0 1 1 0 10

　＊R2.3の相談は中止。
④調整会議
　第1回　H31.4.23　第2回　R2.3.3
⑤就業サポーターとの合同会議　　R1.11.29
⑥�ハローワーク出張相談に関するチラシを作成し、県内病院、ハローワーク、
行政機関、図書館、相談者等に配布

①就業支援サポーターによるサテライトでの相談、就業支援　R1.5～ R2.3
地域 岩国・柳井 周南 山口 宇部 萩・長門 下関 合　計
回数 10 10 10 10 10 10 60
件数 2 3 17 6 0 2 30

　＊R2.3のサテライト相談は中止。
②サテライトからの施設・看護学校訪問　29件
③調整会議
　第1回　H31.4.23　　第2回　R2.3.3
④再就業コーディネーターとの合同会議　　R1.11.29
⑤�サテライトにおける相談に関するチラシを作成し、県内病院、ハローワー
ク、行政機関、図書館、相談者等に配布

①看護師等就業協力員研修会の開催
　R1.6.4　参加者：20人
　「これからの働き方改革」について
②�活動内容：進路相談、学校訪問、看護の日や看護週間等に行う各種行事へ
の参加や潜在看護師等の就業相談、県民からの看護に関する問い合わせへ
の対応。

⑷再就業コーディネーターの
　配置（山口県委託）

⑸就業支援サポーターの配置
　（山口県委託）

⑹看護師等就業協力員の育成
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①貸出件数　H31.4～ R2.3
器材名 計

万能型成人実習モデル 2
呼吸音聴取シミュレーター 3
吸引シミュレーター 5
採血・静脈シミュレーター 11
装着式採血静脈練習キット 0
導尿・浣腸シミュレーター男性 3
導尿・浣腸シミュレーター女性 4
合計 28

①病院一括届出の連携体制の整備
②届出制度の広報・広告
③相談対応、登録サポート
④届出者の状況　H31.4～ R2.3

項　　　　目 人数
届出数 350
うち電話対応数 186
うち復職意向あり 163
うちeナース登録 62

⑤届出者を対象とした実態調査
　対象者：300人　回答：72人　回答率24％

①看護職再就業支援相談会のあり方検討会（ハローワーク連携事業も兼ねる）　2回
　第1回　R1.7.25　参加者：9人
　第2回　R2.2.28　参加者：10人
②看護職再就業支援相談会の開催（ハローワークと共催）

山口会場 下関会場
開　催　日 R1.10.18 R1.11.6
場　　所 パルトピアやまぐち 下関社会福祉会館
面談会参加施設数 18 23
面談者数 21 19
うち就業者数 6 6

①毎月第1金曜日、第4火曜日に実施
　・演習内容別参加状況　�R1.5～ R2.3

内容 採血・注射 吸引 合計
人数 38 13 51

　・資格別研修参加状況　R1.5～ R2.3（複数の資格保有あり）
資格 保健師 助産師 看護師 准看護師 合計
人数 3 0 38 12 53

　※R2.3の看護技術演習は中止

①職業紹介責任者講習（全国民紹協）
　開催日：R1.6.25　出席者：1人
②山口県看護職員確保対策協議会（県）
　開催日：R1.7.11　出席者：1人

⑺演習器材の貸出
　（山口県委託）

⑻離職者・未就業者届出
　サポート（山口県委託）

⑼看護職員再就業支援相談会
　（山口県委託）

⑽看護技術演習（個人研修）

⑾会議等への出席
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①都道府県ナースセンター事業担当者会議（中央ナースセンター）
　開催日：R1.5.23　出席者：1人
②都道府県ナースセンター相談員研修（中央ナースセンター）
　開催日：R1.5.24　�出席者：1人
③都道府県ナースセンターとの地区別意見交換会
　開催日：R1.9.25　�出席者：1人

看護業務の紹介や看護職員となるための方法などのリーフレットを作成し、
県内中学校や高等学校、関係機関に配布
①作成80,000枚
②配布

配布先 配布枚数
県内の中学校（154校）・高等学校（95校） 72,850
県内各病院、看護師等学校、県および市町等の関係機関 7,150

看護への興味・関心を高めるための1日ナース体験（施設見学、模擬看護体験、
看護職員との交流）を59の協力病院において実施
開催時期：夏休み中
参加者：中学生274人　高校生415人

看護の魅力をPRするとともに、看護について楽しみながら学べる場を提供
し、看護職を目指す進路を実現していく契機とする
①看護の魅力発見開催状況（人数）

施設名 開催日 小学生 中学生 高校生 その他
下関市立市民病院 9.28 23 8 3 40
国立病院機構
関門医療センター

10.19 58 0 0 49

国立病院機構
山口宇部医療センター

10.19 14 8 1 34

周東総合病院 10.26 57 3 0 110
山口労災病院 11.17 59 12 12 155

　�看護の魅力発見では、ミニナース体験、看護の進路相談、看護のお仕事相
談など実施病院の特性を生かした内容で実施
②看護の魅力発見実行委員会を2回開催
　第1回　R1.8.9　第2回　R1.12.6

①看護師等就業協力員及びナースセンター職員による中学校訪問の実施
地　　　　域 訪問校数
岩国 4
柳井 3
周南 4
防府・山口 1
宇部・山陽小野田 8
長門 3
萩 2
下関 8
合　　　計 33

　＊R2.2、3の訪問は中止。

⑿日本看護協会との連携

2）プレナース発掘事業
⑴新�看護PRリーフレットの作
成・配布（山口県委託）

⑵1日ナース体験
　（山口県委託）

⑶看護の魅力発見
　（山口県委託）

⑷看護職員の学校訪問
　（山口県委託）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①労働環境支援委員会　4回
②看護職員就労定着支援事業
　研修会
　・R1.8.10　講演「働き方改革の実現に向けて」、グループワーク
　　受講者：64人（看護職57人　看護補助者3人　介護職4人）
　・R2.1.11　事例報告「当法人で取り組んだ働き方改革」、グループワーク
　　�受講者：59人（看護職45人　看護補助者1人　介護職7人　事務職4人　リ

ハビリ職2人）
　相談会　0件

①2019年度都道府県看護協会看護労働担当者会議
　R1.5.22　出席者：1人

医療勤務環境改善支援センターからの依頼を受け、支援対象施設に働き方等
に関するアドバイザーを派遣する業務　　依頼　0件

3）�働き続けられる職場づくり推
進事業
⑴�働き続けられる職場づくりの
啓発・支援

⑵日本看護協会との連携

⑶医療勤務環境改善に関する
　アドバイザー派遣事業
　（山口県委託）

３　看護に係る調査及び研究並びに看護業務及び看護制度の改善への提言に関する事業
（公益事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①保健師職能委員会　　　　　8回
②支部職能委員との合同会議　1回
③全国職能委員長会　　　　　1回
④地区別保健師職能委員長会　1回

①保健師職能集会の開催
　R1.6.22　参加者：42人
②保健師職能交流会の開催
　・保健師カフェの開催　R1.6.22
　　テーマ「公衆衛生と保健師活動」「保健師間の連携」
　・第2回保健師交流会　R2.3.15（中止）
③ひたむきな保健師取材、会報「きらめき」掲載（Vol.144、145、146）
④ホームページ、ニュースレター等による情報発信

①研修会・交流会の実施
②一般教育研修計画への参画

①保健師職能集会や交流会の開催
②リーフレット、会員勧誘チラシ改訂版の活用
③ホームページによる情報発信

1)�看護業務の質の向上に関する
事業
⑴保健師職能委員会

　ア　保健師の連携強化及び
　　　ネットワークの構築

　イ　�保健師の専門性を発揮す
るための資質向上の推進

　ウ　会員増加の推進
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①助産師職能委員会　　　　　6回
②支部職能委員との合同会議　2回
③全国職能委員長会　　　　　1回
④地区別助産師職能委員長会　1回

①新人助産師研修の企画・運営・評価　6回
　新人助産師研修受講生：17人　　延べ受講生：191人
②助産実践能力向上研修の企画・運営・評価　5回
　助産師研修受講生：79人　　延べ受講生：122人
③�アドバンス助産師の活躍と所属する看護管理者の意見を会報「きらめき」で
紹介（Vol.145）

①支部合同会議
　R1.9.27　情報共有と検討

①助産師防災マニュアルの整備と普及活動
②災害発生時の対応や訓練状況について情報共有

①助産出向支援導入事業について周知
②助産師出向支援導入事業に参画

①助産師職能集会
　R1.7.7　　参加者：34人
　�テーマ『困難な状況にある』親への支援～地域精神医療の実践をふまえ精神
的に不安定な保護者への支援方法を考える～
②支部連携：支部合同研修開催、新人助産師研修の共同運営
③ホームページの活用
④中四国ワークショップ（徳島県で開催）参画と県内助産師の参加

①国際助産の日イベントを各支部で開催
②セーフマザーフット基金の啓発

①看護師職能委員会　　　　　　　　　　8回
②支部職能委員との合同会議　　　　　　1回
③全国職能委員長会（看護師職能Ⅰ・Ⅱ）　1回
④地区別看護師職能委員長会　　　　　　1回

①看護師職能Ⅰ部会
　・�地域包括ケアシステム構築に向けた病院看護管理者と行政保健師の連携

強化に向けた情報収集のための調査
　・�看護師のクリニカルラダー JNA版DVD研修、JNA版クリニカルラダー

作成のための講習会等に係る企画・運営・評価

⑵助産師職能委員会

　ア　助産実践能力向上研修

　イ　�包括的母子保健推進にお
ける助産機能の強化

　
　ウ　�災害発生時に対応する周

産期における体制整備と
情報共有

　エ　助産師出向システムの推進

　オ　助産師ネットワークの強化

　カ　広報活動推進

⑶看護師職能委員会

　ア　調査・研究活動
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①看護師職能Ⅱ部会
　・Ⅱ領域で働く看護管理者の研修
　　看護師職能Ⅱ部会交流会　R2.3.28（中止）
　・�新　介護職員等の医療的知識習得（認定看護師出前講座）関係研修に係る

企画・運営・評価
　　R1.10.25～ R1.11.28�の期間で5施設実施

①会報「きらめき」の活用（Vol.144,145）
②ホームページの活用
③看護師職能Ⅱ領域の活動ちらし等の活用
④看護師職能集会　　R1.6.22　参加者：63人
　�テーマ「看護師がいきいきと働き続けるために」～看護師さん、ちょっと
気楽にいきましょう！～
⑤日本看護協会、山口県看護協会との協働
⑥他団体の会議出席等による連携強化

　�新　介護職員等の医療的知識習得（認定看護師出前講座）関係研修

①看護制度委員会　4回

①准看護師のスキルアップを目的とした研修会・進学支援・交流会
　第1回　山口・防府圏域　山口県看護研修会館
　　　　 「医療安全・感染症について」　R1.10.19　参加者：19人
　第2回　周南圏域　周南記念病院
　　　　 「認知症看護」　R1.11.9　　参加者：11人

①全国准看護師担当役員会議
　R1.9.9　台風のため中止

①会報「きらめき」、ホームページでの活動報告（Vol.144）
②「看護師へのステップアップ」リーフレットの活用

①助産師出向支援導入事業協議会　2回
　第1回　11.7　第2回　書面協議会
②助産師出向に関する調査の実施
　期間：5.17～6.18　対象：山口県内分娩取扱い施設33カ所
　回答：25施設（回答率　75.8%）
③分娩施設看護部長・病棟師長を対象としたヒアリング
　総合・地域周産期母子医療センター5病院を対象に実施
④助産師出向支援導入事業に関するアンケート調査
　対象：県内の分娩取扱い施設に勤務する助産師　332人
　期間：R2.1.14～1.31　回答：124人（回答率　37.3%）
⑤「チャレンジ助産師応援リーフレット・クリアファイル」の作成と配布
⑥助産師出向支援導入事業研修会の開催
　テーマ：�助産師の役割拡大とキャリアアップ支援　助産師出向システムの

活用
　参加者：16人

　イ　�連携および意識向上のた
めの取り組み

　ウ　�職能委員会活動周知啓発
活動

⑸�介護施設等で働く看護職等の
資質向上推進事業（認定看護
師派遣事業）

⑹看護制度委員会

　ア　准看護師の支援

　イ　日本看護協会との連携

　ウ　広報活動

⑺助産師出向支援導入事業
　（山口県委託事業）
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４　地域ケアサービスの実施及び促進並びに公衆衛生の普及指導等による人々の健康
　　及び福祉の増進に関する事業� （公益事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

訪問看護事業所、病院、施設の看護管理者、行政、地域包括支援センターの
保健師等による検討会を設置。医療圏内の在宅療養支援に係る看護職の相互
理解の推進・連携強化を図るうえでの、地域における課題を抽出し、課題解
決のために必要な知識や技術の習得を目的とした研修を企画、実施した。
①　岩国支部　検討会5回　研修会3回
②　柳井支部　検討会2回　研修会3回
③　周南支部　検討会3回　研修会2回（研修会1回は中止）
④　防府支部　検討会3回　研修会3回
⑤　長門支部　検討会2回　研修会4回
⑥　下関支部　検討会3回　研修会3回

①在宅ケア推進委員会　　6回
②在宅療養を支える看護職の人材育成、離職防止
　新　訪問看護新任者研修：24人
　R2.1.22　1回目　　R2.3.4　2回目（延期）
③訪問看護師の看護実践能力の向上
　・訪問看護のクリニカルラダーの普及に向けての周知活動
　・最新情報の提供および訪問看護研修ステップ1の公開講座
④看護職間の相互理解、連携強化の取り組み
　・訪問看護研修ステップ1の公開講座　4科目
　　R1.6.21� コミュニケーション技術　　公開講座：6人
　　R1.9.5� 服薬管理　　　　　　　　　公開講座：6人
　　R1.10.5� エンドオブライフケア　　　公開講座：19人
　　R1.10.25 　　呼吸管理　　　　　　　　　公開講座：21人

①訪問看護師育成支援事業検討会（在宅ケア推進委員会）　3回
②訪問看護研修ステップ1（新カリキュラムによる訪問看護初任者研修）
　R1.5.16～12.12　　31日間　180時間
　受講者：20人� 修了者：19人
③中堅者から管理者対象研修〔訪問看護師スキルアップ研修〕　5回
　1回目　　R1.8.8（訪問看護研修ステップ1との合同開催）　受講者：3人
　2回目　　R1.10.20　受講者：17人
　3回目　　R1.1.26� 受講者：42人
　4回目　　R2.2.15� 受講者：�8人
　5回目　　R2.1.16� 受講者：37人
④訪問看護入門研修2日間　　受講者：11人
　1日目　R2.1.22講義・演習
　2日目　訪問看護ステーションでの同行実習
⑤拡　訪問看護実践研修の開催医療圏の拡大
　新たに柳井・周南・防府の3医療圏が加わり、6医療圏に拡大

①山口県訪問看護ステーション協議会との連携、協力
②訪問看護連絡協議会全国会議　　2回

1）�地域連携における看護の機能
強化事業
⑴拡�在宅療養支援に係る看護職
の連携推進・強化

　　�（山口県委託事業　訪問看
護実践研修）

⑵在宅ケアの推進

⑶訪問看護師育成支援事業
　（山口県委託）

⑷�日本看護協会及び関係団体と
の連携
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①経営目標に基づく安定した事業の実施
　・訪問看護ステーションについての周知活動
　・ケアマネージャーとの連携強化�
　・行政・医療機関・福祉施設との連携
　・24時間対応体制と緊急時対応の充実　
　　ほうふ：18件　ひかり：30件　あぶ：16件
　・在宅看取り　ほうふ：5件　ひかり：2件　あぶ：3件
　・訪問看護等に関する電話・来所相談への対応
　　ほうふ：1件　ひかり：8件　あぶ：6件
　・利用者の受診介助　ほうふ：13件　ひかり：30件　あぶ：0件
　・介護保険事業の適正な運営
　・事業所の設備・機器・物品の管理
　・運営会議の開催　2回　（R1.5.21・R1.11.19）
②質の高い訪問看護サービスの提供　
　・訪問看護サミット2019��R1.12.6　　出席者：1人
　・訪問看護集中セミナー��R1.12.7　　出席者：1人
　・その他の研修参加　ほうふ21回　ひかり16回　あぶ28回
　・サービス向上を目的とした課題の検討
　・介護者・家族へのサポート充実・強化
　・在宅サービス提供者との連携強化によるケアの拡充
　・利用者満足度調査（評価によるケアの向上）
　・サービスの質の自己評価
　・管理者会議の開催　10回
③訪問看護に関わる関連団体との協力
　・看護学生などの実習受け入れ　ほうふ30人　ひかり3人　あぶ12人
　・関係団体との連絡調整・会議
　・市町村・社会福祉協議会・難病ネットワーク・地域ケア会議などへの参加
　・地域住民の在宅医療・介護に対する啓発
　・訪問看護振興財団他団体との連携
④広報活動
　・本協会ホームページ
　・地域行事参加　訪問看護PRチラシ配布

①各支部における「まちの保健室」の現状に関する調査を実施
②普及啓発グッズの配布
③行政、関係機関との連携推進
④企業と連携　　　R2.2.6　山口銀行下松支店で実施
⑤健康フェアへの出展

①各支部助産師職能活動支援（リーフレット作成、物品整備）

①相談窓口の設置　　月曜日～金曜日
②看護職者による相談支援
　他職種との連携による心理・療養生活・介護等の支援
③相談窓口の積極的な利用の促進
　がん相談�86件　がん以外の相談　27件
　合計　113件

2）�訪問看護の推進に関する事業
⑴訪問看護ステーションの運営

3）健康相談・啓発等の事業
⑴「まちの保健室」活動の実施

⑵「国際助産師の日」活動支援

⑶新がん総合相談窓口の設置
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①災害支援体制の整備・充実
　・災害支援要綱の作成、災害派遣手順の改正
　・災害支援ナース実践活動マニュアル周知、改正
　・冊子および電子冊子の作成、啓発
　・災害支援ナース登録システムの活用
　・災害支援活動物品確認、整備

①災害支援ナース研修「基礎編」
　�「災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～」
　日本看護協会インターネット配信研修（オンデマンド）にて実施
　R1.7.30～7.31（2日間）　受講者：63人
②災害支援ナース研修「実務編」
　R1.12.6～7（2日間）　受講者：38人
③災害支援ナースフォローアップ研修　　2回
　R1.8.17　　受講者：92人　　R2.2.22　　受講者：35人
④災害支援ナースの新規登録：27人
⑤災害支援ナースの登録更新要件に関する調査結果の検討、報告
　調査結果を都道府県看護協会に通知
　R2.3.7　山口県看護研究学会での発表（中止）
⑥�災害支援ナース所属施設および看護管理者への情報の提供と共有、相互理
解の推進のための活動

①山口県総合防災訓練等への参加
　R1.6.9　岩国消防防災センター　参加者：災害支援委員4人

①都道府県看護協会災害看護担当者会議　　R1.9.12　　出席者：1人
②行政、医師会等の関係機関、JMAT等他団体との連携

①災害支援委員会　　8回

①11支部・会員施設において県民を対象に看護の日・看護週間行事を開催
　3支部　参加者：773人　50施設　参加者：12,265人
②ふれあい看護体験は学生等を対象として会員施設で開催
　58施設　参加者：1,312人
③「看護の心」普及活動　リーフレット配布

①県内進学・仕事魅力発信フェアinやまぐち出展
　相談者（高校生）：94人
②職場体験
③進路相談

4）�災害時の看護支援活動に関す
る事業
⑴災害支援活動体制の整備、充実

⑵�災害支援ナースの養成および
資質向上のための支援

⑶平常時の防災活動の推進

⑷�日本看護協会、関係機関、他
団体との連携および協働

⑸委員会

5）�「看護の日」及び「看護の心」
PR事業
⑴看護の日・看護週間行事開催

⑵看護のPR
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5　公益社団法人日本看護協会との相互協力及び連携に関する事業
（公益事業／法人事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

※法人事業

①通常総会　R1.6.6
②理事会　R1.5.10、R1.6.6、R1.7.25・26、R1.9.27、R1.11.29、R2.2.20・21
③法人会員会　R1.5.10、7.26、11.29、R2.2.21　
④学会委員会　R1.5.10、7.1、12.17、R2.1.21
⑤地域における実効性のある看護職連携モデルの構築・普及検討会
　　　　　　　R1.8.20、R2.1.31、2.14、2.20
⑥代議員研修会　R1.5.18　出席者：12人
⑦全国准看護師制度担当役員会議　R1.9.9　中止
⑧都道府県看護協会政策責任者会議��R1.9.26　出席者：2人
※公益事業
⑨全国職能交流集会　R1.6.7　
⑩全国職能委員長会　R1.8.21　出席者：4人
⑪都道府県看護協会看護労働担当者会議　R1.5.22　出席者：1人
⑫都道府県看護協会教育担当者会議　R1.7.31　出席者：1人
⑬ナースセンター事業担当者会議　R1.5.23　出席者：1人
⑭ナースセンター相談員研修　R1.5.24　出席者：1人
⑮都道府県看護協会災害看護担当者会議　R1.9.12　出席者：1人

協力の詳細については各事業計画を参照

1）日本看護協会との連携強化事業

⑴諸会議等への出席

⑵�日本看護協会が実施する事業
への情報提供並びに協力

６　施設の貸与に関する事業
（公益事業）

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

①本協会の目的に沿った事業を行う団体に対し会議室等を低廉な料金で
　賃貸　2件
②会員及び支部に対し会議室等を無料貸出　14件

①名誉会員制の継続
②各種表彰の候補者推薦
　叙勲、医療功労賞、日本看護協会名誉会員、日本看護協会長表彰
　山口県優良看護職員知事表彰等
③山口県看護協会長表彰及び特別会長表彰の実施　9人表彰
④傷病見舞5人、死亡弔慰金2人支給
⑤会報「きらめき」を全会員へ配布

1）研修会館の貸与事業
⑴公益目的使用への施設の貸与

1）�会員への福利厚生等に関する
事業
⑴福利・厚生事業

７　会員の福祉及び相互扶助に関する事業
（収益等事業）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

⑥レジャー施設入場支援
　・ハーモニーランド
　　R1.8.1～8.31　144件　利用者数　614人（前年同時期比157.8％）
　　R1.12.14～ R2.1.13　144件　利用者数　579人（前年同時期比182.6％）
　・やまぐちフラワーランド
⑦創立70周年記念誌「環」会員全員に配布

①相談支援センターの運営
分類 件数 分類 件数

就業関連の悩み 4 看護業務  3
進学・進路 0 職場環境 10
学習（研究）支援 0 その他  9

①支部活動の運営
②支部運営会議による協議
　（※公益/収益等/法人）
③支部等への物品貸出（※法人）
　・血管年齢測定器（支部以外）　4件
　・ストレス測定器　5件
　・物忘れ測定器　9件
　・骨ウェーブ　13件
　・肌年齢測定器　12件
　・体脂肪計　1件

①健全な財産管理、運用（※法人）
　会館・事務局運営

①通常総会（※法人）　　R1.6.16
②理事会（※法人）　7回　内R2.3.13書面理事会
③常務理事会（※法人）　5回
④監査会（※法人）　2回
⑤その他事業（各種会議）（※法人）
　・支部運営会議　2回　R2.3.13中止
　・推薦委員会（※法人）　2回　第3回は中止

①認定看護管理者会への参加
　3医療圏へ参加（山口・防府、宇部・小野田、下関）
②看護学校訪問　入学式・戴帽式等　15校

1）看護職への支援事業
⑴相談支援センター活動推進

2）支部活動事業
⑴支部活動の推進

3）組織運営に関する事業
⑴適正な財産管理

⑵各種事業運営

⑶看護政策推進のための組織
　強化事業（日本看護協会委託）
　ア　�地域の政策力強化（※法人）

８　その他本会の目的を達成するために必要な事業
（公益／収益等／法人）
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事　業　項　目 主　な　事　業　内　容

③看護管理者会議
　第1回　R1.7.27　参加者：63人
　第2回　R2.1.25　参加者：54人
④新人看護職員交流会開催
　R1.5.22　参加者：126人

①山口県看護協会パンフレット作成
②入会促進用チラシの配布
　・�山口・防府・周南・柳井・岩国医療圏の病院・訪問看護ステーション・

福祉介護施設・診療所等約500施設
　・協会入会率50％以下の47施設へ入会案内送付
③山口県看護協会広報用ティッシュ作成配布。
④会報「きらめき」・ホームページの活用

①会報「きらめき」発行（※公益/収益等）
　・年3回全会員及び県内市町、各団体、未入会施設等へ配布
　・委員会活動、支部活動、ナースセンター情報等を掲載
②ホームページの更新、活用（※公益/収益等）
　・研修情報、委員会活動、支部活動、ナースセンター情報等を掲載

①会員増加の推進（※収益等/法人）
　・会員、非会員へ新着情報の随時広報
　・看護職賠償責任保険制度のPR、加入促進
　・「山口県看護協会入会のご案内」の配布
　　配布先：入会希望施設、未入会施設
　・「日本看護協会入会のご案内」配布
　　配布先：入会希望施設、未入会施設
　・「日本看護協会事業案内」配布
　　配布先：入会希望施設、未入会施設
②タイムリーな情報提供（※公益/収益等/法人）
　・逓送便　　1回/月
　・印刷物等（医療関係団体のチラシ等）配布

①入学式・戴帽式・卒業式等出席（祝辞・祝文等）（※法人）
②見学・実習の受け入れ（※公益）
③卒業時に協会のPR（パンフレット等配布）（※法人）

①要望・提言・情報の提供（※法人）
　・令和2年度施策・予算措置についての要望書を提出
　・令和2年度地域医療介護総合確保基金（医療分・介護分）の事業提案
　・山口県看護連盟との連携　合同研修会中止

①医療関係団体新年互礼会（※法人）
②研修会等の後援
③研修会等のチラシ配布、ホームページへの掲載

　イ　看護協会入会促進

4）広報活動事業
⑴広報活動

⑵各種情報提供

5）他団体との連携
⑴看護教育機関との連携

⑵看護関連政策の推進

⑶医療関係団体との連携



― 31 ―

【新人研修】

研修名（テーマ） 開催日（定員） 受講者数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

専門職業人として社会人基礎力を身に着け、
素敵な看護師になろう！ 5/23（木） 143 99 44

【看護研究】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

がんばれ！看護研究
「研究計画書を作成するポイント」

5/11（土） 147 141 6

がんばれ！看護研究「質的研究とは」 7/6（土） 85 76 9

がんばれ！看護研究「量的研究と統計手法」 8/28（水）
8/29（木） 52 52 0

がんばれ！看護研究
「研究計画書を作成するポイント」

令和2年
3/21（土）

中止 0 0

【看護管理】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

人を伸ばすほめ方・叱り方 9/28（土） 180 179 1

レジリエンス・リーダー研修
～折れない心＝レジリエンスを習慣にしよう～

令和2年
1/29（水）

64 64 0

ちょっと変わった人とのかかわり方
～理解と対応～

令和2年
1/25（土）

184 181 3

看護師が定着する施設へ
生まれ変わるための人を育てる秘訣

11/9（土） 53 53 0

【自己教育】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

よくわかる！レポート・報告書の書き方 6/8（土） 112 111 1

会議の運営がうまくいくファシリテーションスキル
11/21（木）
11/22（金）

32 32 0

おもてなしの心を大切に
～患者に寄り添う接遇とコミュニケーション～

5/30（木） 104 100 4

令和元年度　一般教育研修実績報告



― 32 ―

看護実践能力【ニーズをとらえる力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

事例から学ぶ基本的なアセスメント 10/25（金） 69 67 2

ハート先生の「ナースのための心電図講座」
令和2年
2/13（木）

180 170 10

ハート先生の心不全講座
～高齢者を中心にした心不全看護の要点～

令和2年
2/14（金）

199 196 3

看護に役立つデータの読み方、考え方 10/11（金） 177 173 4

フィジカル所見と画像検査
～アセスメントに役立つ画像診断～ 10/12（土） 160 157 3

看護実践能力【ケアする力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

事例から学ぶ高齢者のフィジカルアセスメント
令和2年
1/17（金）

114 109 5

指導者として学ぶフィジカルアセスメント
令和2年
3/13（金）
3/14（土）

中止 0 0

これだけは知っておいてほしい感染症と感染対策 6/20（木） 116 101 15

笑って学べる！
医療現場の感染対策の落とし穴と感染対策最新情報 11/6（水） 150 141 9

医療・看護過誤と訴訟
～看護記録はどうあるべきか～ 11/15（金） 125 122 3

急性期から取り組む脳卒中リハビリテーション 11/27（水） 48 48 0

がん化学療法を受ける患者・家族の看護 12/14（土） 94 91 3

看護師だからこそできるフットケア 8/21（水） 80 75 5

認知症・せん妄の鑑別と看護 10/5（土） 164 159 5

新生児蘇生法アルゴリズムの理解から実践へ 12/21（土） 18 18 0

見過ごしてはいけない急変の兆候！
～異常をすぐにキャッチするために～ 8/23（金） 178 171 7

現場に活かせる褥瘡/創傷ケア 9/6（金） 209 195 14

摂食、嚥下、口腔ケアの進め方
～急性期からトータルに支える～ 7/20（土） 130 122 8

認知症を持つ人の理解と関わり方
～パーソン・センター・ド・ケアを学ぼう～

10/31（木） 128 125 3

環境からケアを！
～触れてみよう！ホスピタルアート～ 12/4（水） 73 73 0
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看護実践能力【協働する力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

医療安全のためのコミュニケーション
～ヒューマンエラーを防ぎチーム力を高めよう～

6/26（水） 155 147 8

今求められるクレーム対応
～適切な初期対応でクレームに強い組織になろう～ 7/1（月） 111 109 2

地域医療構想から地域包括ケアシステムを考える
～病院から地域へ切れ目のない連携と支援～ 10/17（木） 92 91 1

多職種連携の知識とスキル
～これからの地域包括ケア～ 9/20（金） 86 83 3

知っておくと便利な社会資源 7/24（水） 219 215 4

今考えるべき災害マネジメント
～山口県の特性を知り災害に備える～

10/2（水） 106 104 2

看護実践能力【意思決定を支える力】

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

身体抑制ゼロを目指した看護へのチャレンジ
～患者の尊厳を守るために医療者が学ぶこと～

9/22（日） 237 228 9

小児看護の倫理
～子どもと家族の意思決定を支える～

令和2年
2/21（金）

30 30 0

アンケート枠

研修会テーマ 開催日 受講者総数
受講者内訳

会員受講者数 会員外受講者数

よくわかる！透析ケア
令和2年
2/6（木）

83 81 2
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岩国支部事業報告
� 支部長　早瀬敏子

活動目標 1）地域包括ケアにおける看護職間の連携強化
2）行政及び在宅と施設、病院との看護職が連携するための仕組みづくり

評価と今後の課題 ・�入院と在宅をつなげる『情報提供シート』の実践報告で、「情報共有しやすくなった。
活用してみたい。ADLが分り易い。」等の意見が聞けた。薬剤師、リハビリなど他職
種の意見や、活用後の意見を基にスムースに連携できるシートに改訂していく。
・�『情報提供シート』の共有が非公開型医療介護連携ネットワークシステム（いつつばし
連絡帳）でできるように、実践研修会で医師・訪問看護師により、医師・病院看護管
理者・病院や在宅の看護職・他職種に対して、いつつばし連絡帳の安全性や利点・
事例紹介を行い利用者の増加を図っている。
・�岩国市地域包括ケア推進協議会で、『情報提供シート』の目的・運用を説明した。医療・
介護に係る連携強化研修会で、ケアマネ・訪問看護師・保健師・介護支援専門員な
ど多くの看護・介護職と連携強化に向けた意見交換ができた。次年度も行政と連携
しながら会議・研修会を開催し、看護職間の連携強化を図っていく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修
　　日時：R1.7.6　参加者：65人
　　研修名：「看護職を守るためのクレーム・暴力への対応」
　　講師：杉村法律事務所　杉村憲昭氏
　⑵職能研修（岩国市医師会コ・メディカル研修会）
　　日時：R1.11.21　参加者：121人
　　研修名：「確認しよう！急変前兆候と蘇生時の対応」
　　講師：救急看護認定看護師　十時良子氏
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴3支部合同看護マネジメント研究会
　　日時：R2.2.8　参加者：50人（3支部合計211人）

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　県協会主催事業への協力
2）看護職の人材確保・就業支援
　⑴看護の日記念イベント時に看護の魅力をアピールする。
　⑵各施設の職場体験等で、進路相談を実施し就業促進を行う。

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び看護週間行事、「国際助産師の日」の開催
　R1.4.21　まちの保健室で実施。各施設で実施
2）「いいお産の日」啓発事業
　R1.10.20　岩国まつりで実施
3）まちの保健室　6回　参加者：961人
4）進路相談　まちの保健室開催時に実施
5）在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業（県委託事業）
　（1）検討会　5回
　（2）研修会　3回
　　①R1.6.21　�「地域包括ケアシステムを構築する医療介護連携の強化について」
　　　　参加者：55人
　　②R1.9.18　�「地域包括ケアシステムを構築する医療介護連携の強化についてPart2」
　　　　参加者：39人
　　③R2.2.20　�「使っています！MCS　いつつばし連絡帳やってみました！患者情報

シート施設間連携」
　　　　参加者：69人
6）地域包括ケア・認知症予防の啓発事業
　R1.11.24　「岩国市地域包括ケア推進大会」　参加者：243人

令和元年度　支部事業報告
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4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰者推薦事業　県協会に協力
2）看護職交流会　R1.12.14�「スリッパ卓球」　参加者：11人

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実
　⑴地域会議への出席　11回
　⑵看護学校入学式・卒業式祝電
2）支部集会　R1.7.6　出席者：64人　委任状：296人　計：360人
3）支部役員会　5回
4）支部委員会
　⑴職能委員会　5回　⑵教育委員会　5回
　⑶推薦委員会　1回　⑷選挙管理委員会　1回
5）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」への投稿　⑵県協会ホームページへの投稿

柳井支部事業報告
� 支部長　守田教子

活動目標 地域における看護職の連携強化
1）看護職能の質の向上に努める
2）「まちの保健室」の活動を通して地域住民の健康福祉に寄与する。
3）支部活動を通して、親睦、情報交換の場とする。

評価と今後の課題 3支部合同マネジメント研究会は、看護職能の質の向上に繋がるものであり、今後も他
の施設の取り組みや活動などを報告できる場としていきたい。
今年度より在宅療養支援に係る看護職の連携強化として、検討会・研修会を開催した。
地域の課題や住み慣れた地域で安心して暮らし続けるための看護職の役割を見つけ出
すことができた。今後は、在宅での看護実践能力の向上のために訪問看護の実際を知
る研修会を開催する。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修
　　①R1.7.6　柳井支部特別講演　演題：糖尿病患者の療養支援
　　　講師：周東総合病院　糖尿病看護認定看護師　高丘瑞穂氏
　　　参加者：86人
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴支部看護研究発表会
　　①R2.2.8　第2回3支部合同看護マネジメント研究会
　　　演題：10題　参加者：柳井51人（3支部で211人）

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場作り事業
　　①県協会主催事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」PR事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催　①各施設で実施
2）健康相談・啓発などの事業
　⑴まちの保健室　7回開催　参加者：220人
　⑵国際助産師の日事業
　⑶進路相談　
　　①まちの保健室実施　②各施設で実施
3）新在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業
　⑴訪問看護実践研修検討会　3回開催
　⑵訪問看護実践研修会　3回開催
　　R1.10.9　参加者：21人　R1.12.18　参加者：37人　R2.2.19　参加者：10人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生などに関する事業
　⑴表彰候補者の推薦
　⑵その他の事業
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5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部組織の強化に関する事業
　⑴支部活動の充実
　　①地域会議へ出席
　　②看護学校4校　入学式、卒業式　祝電
2）組織運営に関する事業
　⑴支部集会　R1.7.6参加者：86人　委任状：434人　合計：520人
　⑵支部役員会　4回
　⑶支部委員会　職能委員会、教育委員会、推薦委員会、選挙管理委員会
　　　　　　　　　各4回
3）広報活動事業
　⑴広報活動　県協会報「きらめき」への投稿

周南支部事業報告
� 支部長　永冨喜代子

活動目標 1）会員の看護の質の向上を図る
2）会員相互の親睦を図り、連携を深める

評価と今後の課題 2つの目標を達成するために、研修会4回、交流会1回は開催できた。役員・委員の連携
はできている。今後は、会員相互の親睦と連携は、まちの保健室や研修会を通して役員・
委員が中心となり会員に働きかけていく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修　R1.8.24　参加者：74人
　　講師：徳山中央病院　認知症看護認定看護師　重岡和江氏
　　テーマ：「認知症ケア加算を開始して～看護師が求められること～」
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴3支部合同看護マネジメント研究会（周南支部担当）
　　発表演題：10題　参加者：211人（周南支部110人）

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり
　　①県協会労働環境支援委員会の研修会に参加　R1.8.10

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」ＰＲ事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催　9施設で5月開催　参加者1,174人�
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室開催　7回　　参加者：507人
　⑵国際助産師の日事業　1回　　参加者：50人
　⑶新在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業
　　①検討会2回　
　　②研修会2回　R1.11.9　参加者：86人　R1.12.5　参加者：10人
　⑷その他：①地域行事での救護依頼に協力
　　　　　　②「リレーフォーライフジャパン2019やまぐち」
　　　　　　　R1.10.5、6　参加者24人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生等に関する事業
　⑴表彰候補の推薦　①県協会へ協力
　⑵その他事業　①看護管理者交流会　R1.7.6　参加者：20人
　　テーマ「新米管理者集まれ！施設を超えてお付き合いの始まり」　

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部集会　R1.7.6　出席者85人　委任状1,435人
2）支部役員会　5回
3）支部委員会　⑴職能委員会　5回　⑵教育委員会　5回
　　　　　　　⑶推薦委員会　1回　⑷選挙管理委員会　1回
4）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」に周南支部活動報告投稿



― 37 ―

防府支部事業
� 支部長　石田美江

活動目標 1）地域包括ケアにおける看護力の向上
2）多様な場で働く看護職間の連携強化

評価と今後の課題 令和2年3月は新型コロナウイルス感染拡大の影響で実施できなかった研修会があるが、
概ね計画通り進んだ。
在宅療養支援に関する研修会では、顔の見える関係づくりの重要性や互いの職場、役
割の理解の必要性を認識することができた。訪問看護師と病院、施設看護師の互いの
職場や役割を理解し連携を強化していく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）支部看護研究研修会
　⑴R1.6.8　⑵R1.9.21
　⑶R1.12.12　⑷R2.3.13は中止
　　研修名：支部看護研究研修会
　　講師：中谷信江氏（山口県立大学）
　　受講者：4施設5グループ　計22人

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　①県協会労働環境支援委員会の研修参加への働きかけ

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」PR事業
　⑴看護の日及び看護週間行事の開催
　　①R1.4.28イオン店内で看護の日PR及び健康相談　参加者：51人
　　②各施設で実施
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室開催
　　①常設まちの保健室・イベント型まちの保健室　11回開催　参加者：821人
　　　（愛情防府フリーマーケット、市民文化祭でのイベント型開催を含む）
　⑵国際助産師の日事業
　　①国際助産師の日イベント
　　・R1.10.19身体計測、妊産婦の悩み相談、育児相談、助産師の仕事写真展など　
　　　参加者：164人
　⑶進路相談・看護職の就労支援
　　①各施設及びまちの保健室で実施
　⑷保健師職能交流会
　　①研修会（中止）
　⑸その他の事業
　　①地域行事での救護協力
3）地域連携における看護の機能強化事業
　⑴新在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業
　　①検討会　3回
　　②研修会　3回
　　・R1.8.9　在宅療養のための看看連携について課題抽出　参加者：11人
　　・R1.11.5　テーマ「在宅療養支援に係る看護職の連携を強めよう！」
　　　～その人らしい療養生活を送るために私たちができること～
　　　講演：介護保険について
　　　講師：秋重邦子氏（防府市高齢福祉課）
　　　講演：看護職連携について
　　　講師：原田典子氏（原田訪問看護センター）
　　・R1.11.6　R1.11.5と同様の内容で開催　合計参加者：97人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員の福利厚生等に関する事業
　⑴表彰候補者の推薦　①県協会へ協力
　⑵その他事業
　　①R1.7.6　親睦会　1回　参加者：35人
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5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）地域会議への出席4回
2）支部集会　R1.7.6�出席者：62人　委任状：527人　計：589人
3）支部役員会　7回
4）支部委員会
　⑴職能委員会　5回
　⑵教育委員会　3回
　⑶推薦委員会　1回�
　⑷選挙管理委員会　1回
5）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」へ投稿　⑵県協会ホームページへ投稿

山口支部事業報告
� 副支部長　井原京子

活動目標 地域包括ケアにおける看護力の強化を図る

評価と今後の課題 地域包括ケアシステムを推進するためには、まず同じ地域で活動する看護職同士の連
携が必要だが、支部役員会や講演会の開催により「顔の見える関係づくり」が進みつつ
ある。また、住民の身近な健康相談の場である「まちの保健室」は、地域に密着した地
道な取り組みであり、看護力の強化につながっている。
今後「特定健診・がん検診　受診率UP！キャンペーン」を行い、受診率の向上に取り組
んでいく。また、今後山口支部共通の新たな看護情報提供書の作成に取り組んでいく。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修
　　①R1.11.2　山口支部看護研修会
　　　「私もできる！看護研究のポイント」
　　　講師：家入裕子氏　参加者：85人

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護職への支援事業
　⑴働き続けられる職場づくり支援
　　①県協会主催事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び看護週間行事の開催
　⑴各施設で実施
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室　8回開催　参加者：483人
　⑵国際助産師の日事業　R1.11.3　参加者：64人
　⑶進路相談　各施設で実施
　⑷その他の事業
　　①R1.12.14　地域連携推進研修会
　　　「看護情報提供書の活用状況と他職種連携の現状を知る」
　　　他職種とのグループディスカッションによる現状把握と問題抽出　参加者：68人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）会員への福利厚生等に関する事業
　⑴表彰候補者の推薦　県協会への協力
　⑵その他の事業
　　①R1.7.6　支部講演会
　　　「医療現場で活用できるコミュニケーションスキル
　　　～相手を安心させる言葉の伝え方、気持ちの聴き方～」
　　　講師：有限会社　ケイ・アンド・ワイ　温品富美子氏
　　　参加者：129人

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部組織の強化に関する事業
　⑴支部活動の充実
　　①地域会議への出席　6回
　　②看護学校3校　入学式、戴帽式、卒業式　祝電
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2）組織運営に関する事業
　⑴支部集会　R1.7.6　出席者：129人　委任状：1,078人　　計：1,207人
　⑵支部役員会　5回開催
　⑶支部委員会
　　①職能委員会　　　　　5回　②教育委員会　6回
　　③地域連携推進委員会　6回　④推薦委員会　5回
　　⑤選挙管理委員会　　　1回（中止）
　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため3月は中止した。
3）広報活動事業
　⑴広報活動
　　①県協会報「きらめき」への投稿

宇部支部事業報告
� 支部長　紙　直子

活動目標 地域ケアサービスの内容を検討し、充実させる

評価と今後の課題 まちの保健室の実施内容を検討するために、8月より支部役員が毎回参加する事とした。
また、今まで参加していない2病院に依頼し、新たに参加することになった。11月より
まちの保健室で「特定健康診査・がん検診受診率UP」の活動も行った。今年度はショッ
ピングセンターの会場が人目につきにくい場所のために、参加人数が大幅に減少とな
った。開催回数と時間を検討し、変更することにしたが、令和2年3月より活動中止と
なり評価できていない。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）支部教育研修会
⑴R1.6.22「大人の発達障害」
　講師：岡村隆弘氏（山口県発達障害支援まっぷセンター長）　参加者：51人
⑵R1.12.15「看護研究のテーマの絞込み～気付きから看護研究につなげるためには～」
　講師：永田千鶴氏（山口大学）　受講者：32人

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）県協会主催事業への協力
2）血管年齢測定器貸し出し　2回

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事は各施設で実施
2）まちの保健室：10回　参加者：607人　助産師活動　4回
　R1.11.16　いいお産の日のイベント　参加者：31人
3）その他
　R2.1.26　宇部市多職種連携研修会　参加者：3人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

職能合同研修会　R1.12.14「暮らしに役立つ整理収納に関する講話、ワーク」
講師　整理収納Alife　天野貴美栄氏　参加者：17人

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　5回開催
2）支部委員会　⑴職能委員会　4回　⑵教育委員会　3回
3）支部集会　R1.7.6�出席者：131人　委任状：1,705人　計：1,836人
4）その他
　⑴看護学校入学式・戴帽式（祝辞）出席、卒業式祝電
　⑵地域会議への出席（支部長）
　　①宇部、小野田医療圏地域医療構想調整会議　2回
　　②宇部・小野田地域保健医療対策会議　2回
　　③宇部市防災会議　1回
　⑶宇部市公務災害補償等認定委員会1名推薦
　⑷県協会70周年記念誌の投稿
　⑸県協会報「きらめき」への投稿
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小野田支部事業報告
� 支部長　大林幸恵

活動目標 1）地域包括ケアシステム推進の一助となるよう、地域に密着した事業を展開する
2）支部看護職へ教育研修を実施し、質の向上を図る
3）活動を通して地域の人々の健康を支援する

評価と今後の課題 支部看護職への教育研修として実践スタイルの研修を行った。支部の看護師だけでな
く地域の看護師や介護職にもアナウンスした。病院看護師だけでなく訪問看護師・介
護職も参加し応募人数より少ない参加ではあったが参加者からはとても評価が高かっ
た。今後も継続したいが集客につながる策が必要。
地域会議に参加し、地域の状況に合わせた事業の展開を試みた。まだまだ地域に対し
て看護師の仕事・役割について周知する努力が必要だと感じた。
今年度末に新型コロナウイルス感染の拡大により、会議の開催が阻まれ計画がとん挫
してしまった。ITを活用した会議の在り方も検討していく機会であると感じた。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）支部研修会　2回：認定看護師を活用した実践スタイルの研修
　⑴摂食嚥下：R1.11.9
　　R1.8.31は大雨の影響で中止、R1.11.9に延期となった。
　⑵WOC：R2.1.25
2）出張研修：認知症とせん妄　R1.10.5

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）県協会主催事業への協力
2）働き続けられる職場づくり支援
3）就業促進：看護師の仕事や看護職となるための方法について説明を行う
　�まちの保健室の中で進学相談も行っていたが実際相談されることはなかった。今後
は意図的で戦略的な行動が必要である。

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」行事開催：6施設で実施
2）�「いいお産の日」行事をR1.11.17�山陽小野田市主催　SOS健康フェスタ内で実施した
が「まちの保健室」事業メインになった。
3）「まちの保健室」　6回
4）看護体験実施：各施設で実施
5）在宅ケア市民公開講座：地域住民への健康教育については未実施

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦：県協会への協力
2）支部交流会　2回：1回のみ支部集会の後に実施

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　5回：3回実施
2）支部委員会　⑴職能委員会　4回　⑵教育委員会　4回
　　　　　　　⑶推薦委員会　1回　⑷選挙管理委員会　1回
3）支部活動の充実　
　⑴地域会議へ出席
　　①宇部・小野田医療圏地域医療構想調整会議　2回
　　②山陽小野田市健康づくり協議会
　　③山陽小野田市在宅医療・介護連携推進協議会
　　④山陽小野田市在宅医療・介護連携協議会広報委員会
　　⑤山陽小野田市在宅医療・介護連携協議会作業部会
　⑵看護学校式典出席

※�3月予定の会議は、新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止、地域会議も中
止、卒業式も参列中止となった。
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長門支部事業報告
� 支部長　花島まり

活動目標 長門地域の看護職員の連携の強化、看護の質の向上

評価と今後の課題 長門市の病院・訪問看護ステーション・施設・行政に勤務する看護管理者会議を行い、
各施設の看護の課題を共有することができた。支部事業は3月に予定していた研修が中
止となった。来年度も活動の周知を行い、地域の看護の質の向上、協会員の増員に向
けて取り組む。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）看護教育に関する事業
　⑴一般教育研修：「看護記録」　山口大学　伊東美佐江教授　R2.3.6（中止）
　⑵WEB研修：4回　参加者：90人
　⑶職能研修会：災害時の備え　防災コーディネーター　前田洋一氏　R2.3.26（中止）
2）学会等学術振興に関する事業
　⑴支部看護研究指導：2回　9グループ
　⑵看護研究発表会R2.2.21　参加者：81人

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　県協会研修会に参加
2）看護管理者会議
　長門市内の病院・施設等の看護管理者会議　R1.7.26　参加者：27人

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」及び「看護の心」ＰＲ事業：R1.5.12　参加者：2施設185人
2）まちの保健室：4回開催　参加者：168人
3）国際助産師の日事業：「助産師まつり」　R1.10.5　参加者：273人
4）進路相談：R1.8.6　一日看護体験、職場体験時に実施
5）在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化事業
　検討会①参加者：9人、検討会②参加者：6人
　看護代表者会議：27人、研修会①：20人　研修会②：16人　研修会③：16人

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦：山口県優良看護職員表彰：１人
2）地域の看護職員交流会：R1.9.4、5（2日間）　参加者：83人

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部役員会　2回
2）支部委員会
　⑴職能委員会　1回　⑵教育委員会　2回
　⑶推薦委員会　1回　⑷選挙管理委員会　1回
3）広報活動
　⑴県協会報「きらめき」の投稿
　⑵支部広報誌「ふれあい」の作成：3月発行

萩支部事業報告
� 支部長　河野真理子

活動目標 地域包括ケアにおける連携と看護力の強化を図り、萩医療圏の課題を抽出・課題解決
のための手段について検討する

評価と今後の課題 地域医療構想協議会・地域包括ケアネットワーク協議会にて地域の情報を共有
地域において顔の見える関係作りに努めた（情報誌の作成協力）
地域の課題解決に向けた研修会を開催した（防災対策・訪問看護の現状など）
次年度に向けて地域の看看連携の強化を図り、課題解決に取り組むことが課題

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修
　⑴支部研修会　1回（R1.11.29）�訪問看護の支援とは
　　訪問看護認定看護師　末永広美氏　出席者：52人
　⑵三職能合同研修会　1回（R1.10）　災害から生きのびるために
　　日本防災士会　工藤美佐氏　出席者：45人
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2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　⑴県協会主催事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事の開催
　⑴各施設で日程調整し実施
2）まちの保健室開催
　⑴10回　参加者：161人　ふるさと祭り：1,222人　　計1,383人
3）国際助産師の日事業
　⑴まちの保健室と同時開催
4）進路相談
　⑴各施設で実施
　⑵まちの保健室での実施
　⑶中学生への職業講話　依頼があったが、中止
5）その他の事業
　⑴地域行事での救護協力（萩夏まつり・中体連野球・陸上救護協力）

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦　今年度はなし
2）その他の事業
　⑴交流・親睦会2回予定（1回目R1.10.19開催　2回目は中止）

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実
　⑴地域会議への出席　⑵県立萩看護学校・萩准看護学校入学・戴帽式出席
2）支部集会
　⑴R1.7.6出席者：67人　委任状300人　計367人
3）支部役員会　7回

豊浦支部事業報告
� 支部長　丸山千恵乃

活動目標 1）在宅療養支援に関わる看護職の連携強化（地域に必要な人材の育成、研修の立案）
2）会員数の増加

評価と今後の課題 在宅療養支援に関わる看護職の役割について情報共有と役割について学び、地域との
つながりを持つことができた。今後、さらに看護の質向上を図るための仕組みづくり
が課題である。
下関支部と豊浦支部の統合へむけた取り組みが課題である。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）R1.9.14
　研修名：「地域包括ケアシステムの取り組み～この地域での現状と課題～」
　講師：下関市医師会　医療・介護連携推進室　室長　吉村直美氏
　受講者：39人
2）R2.2.22
　研修名：「災害時における看護職の役割　～今、行うべきことは～」
　講師：済生会山口総合病院　救急看護認定看護師　桂真佐美氏
　受講者：25人

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援
　・県協会主催事業への協力

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）看護の日及び看護週間行事の開催　R1.5　各施設で実施
2）まちの保健室　7回　参加者：267人
3）国際助産師の日事業　「看護の日・国際助産師の日事業」開催
　R1.5.11　元気ファミリーフェスタ　豊北総合グランド　参加者：180人
4）進路相談：各施設で職場体験実施
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4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）表彰候補者の推薦
2）その他の事業　交流会　R1.12.14
　�「エッセンシャルオイルの利用方法　～リラックス法、ストレスを溜めないアロマ活
用方法～」
　講師：関門医療センター　医師　松本裕美氏
　参加者：32人

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実　下関医療対策協議会出席　2回
2）支部集会　R1.7.6　出席者：42人　委任状：180人　計：222人
3）支部役員会　5回
4）支部委員会　職能委員会　教育委員会は支部役員会内で実施
5）広報活動事業
　⑴県協会報「きらめき」への投稿

下関支部事業報告
� 支部長　古本たつ子

活動目標 地域包括ケアに求められる看護職の育成と連携の仕組みを作る。
1）地域の教育ネットワークを作る。
2）臨床現場の看護実践能力の底上げを行う。

評価と今後の課題 1）「下関支部認定看護師リスト」を作成し、活用してもらうため各施設へ配布した。
2）実践的なコミュニケーションスキル・感染管理の研修を実施した。

事業項目 事業内容

1　看護教育及び学会
等学術振興に関する事
業（公益事業）

1）一般教育研修会（教育委員会主催）
　⑴テーマ「おもてなしの心を大切に　～患者様に寄り添う接遇～」
　　日時　R1.9.10　受講者：83人　講師　中野由美氏
　⑵テーマ「この冬を安心して乗り切るための感染対策」
　　日時　R1.12.3　受講者：69人　講師　下西英幸氏

2　看護職の労働環境
等の改善及び就業促進
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）働き続けられる職場づくり支援・・・県協会主催事業への協力
2）看護職の人材確保・就業支援
　⑴看護の日記念イベント時に看護の魅力発見コーナーを設置しアピールする。
　⑵各施設の職場体験等で、進路相談を実施し就業促進を行う。

3　地域ケアサービス
の実施及び促進並びに
公衆衛生の普及指導等
による人々の健康及び
福祉の増進に関する事
業（公益事業）

1）「看護の日」「国際助産師の日」PR事業
　⑴各施設で看護の日及び看護週間行事を開催する。
　⑵「看護の日」記念イベント、「国際助産師の日」記念事業を合同開催
　　日時　R1.5.11　参加者：685人（委員・役員　36人）
2）健康相談・啓発等の事業
　⑴まちの保健室開催　8回　　参加者：429人（委員・役員　85人）
　⑵在宅療養支援に係る看護職の連携推進・強化（県委託事業2年目）
　　・検討会の開催：3回　（R1.5.21　10人、R1.10.21　7人、R2.1.7　9人）
　　・研修会の開催：3回　（合計　164人）
　　　1回目R1.7.30　「看看連携シートの活用について」　参加者：10人
　　　2回目R1.11.22　「訪問看護の現状、事例から」　参加者：84人
　　　3回目R2.2.20　「事例を用いた模擬退院支援カンファレンス」　参加者：70人
　⑶地域行事への看護師派遣4団体63人派遣（救護他）

4　会員の福祉及び相
互扶助に関する事業
（収益等事業等）

1）職能研修・会員交流会
　テーマ「職場で使える7秒コーチング」　講師　山之上雄一氏
　日時　R2.2.8　参加者：40人

5　その他本会の目的
を達するために必要な
事業
（公益／収益等／法人）

1）支部活動の充実
　⑴支部集会　日時　R1.7.12　出席者：137人　委任状：1,168人　計1,305人
　⑵役員会　5回
　⑶支部委員会　①教育委員会　3回　②まちの保健室委員会　1回
　　　　　　　　③推薦委員会　4回　④職能委員会　5回
2）支部組織強化
　⑴地域会議への出席　5団体　医療対策協議会他　15回出席




